
日本のできごと 国東のできごと

30000年前頃

○第四紀最終氷期
だいよんきさいしゅうひょうき

により海面が下降し、陸続き

 　となる

35000年前頃～

○打製石器
だせいせっき

や磨製石器
ませいせっき

が使われる

　　　　　　　　　　　※岩宿
いわじゅく

遺跡（群馬県
ぐんまけん

）

15000年前～25000年前

○竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

が作られ始める ○瀬戸内
せとうち

地方に流行したナイフ形石器が使用された

　　　　　　　　　　　　　　　※塩屋伊豫野原
しおやいよのはる

遺跡（安岐町塩屋）

16000年前頃

○土器
どき

がつくられ始める（縄文
じょうもん

土器）

10000年前頃

○狩猟採集
しゅりょうさいしゅう

が中心の生活を行う

○岩陰などに住み、狩猟採集の生活をしていた

　　　　　　　　　　　　　　　　　※成仏岩陰
じょうぶついわかげ

遺跡（国東町成仏）

5500年前頃

○姫島産黒曜石を運搬し交易の中継地で加工する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※羽田
はだ

遺跡（国東町東堅来）

3000年前頃

○北部九州
ほくぶきゅうしゅう

に稲作水田が伝わる

2500年前頃

○各地で青銅器・鉄器が普及する

1800年前頃

○湿地
しっち

で高床
たかゆか

建物
たてもの

を建て、稲作をして生活していた

　　※安国寺集落
あんこくじしゅうらく

遺跡（国東町安国寺）

　　　　・・・安国寺式
あんこくじしき

土器・矢板・炭化米・木製品が出土

国東
くにさき

の歴史(年表）

時
代

 
 
 
 
弥
生
時
代

旧
石
器
時
代

○赤褐色
せきかっしょく

、薄手の土器がつくられ始め

　 る（弥生土器）

縄
文
時
代

稲
作
・
金
属
器
の
使
用
が
始
ま
る

狩
猟
が
中
心
の
生
活

狩
猟
採
集
が
中
心
の
生
活

７０００年前頃

○江南で水稲が栽培される

○高床の建物群ができる

（浙江省河姆渡遺跡）

中国のできごと

こうなん

せっこうしょうかぼと



239年

200年頃～（弥生時代終末～古墳時代初頭頃）

○死者を土器棺墓に埋葬する

300年頃 　　　　　　　　　　　　　　※原
はる

遺跡（国東町原）

○日本各地に前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

が作られる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※番所ヶ鼻
ばんしょかばな

古墳（国東町北江）

　　　　　　　　　　　●狐塚
きつねづか

古墳（国東町富来浦）

　　　　　　　　　　　●行者原古墳群（武蔵町糸原）

　　　　　　　　　　　●西山古墳群（国見町中）

　　　　　　　　　　　●黒津崎古墳群（国東町小原）

　　　　　　　　　　　●横穴古墳群（国東町東堅来）

　　　　　　　　　　　●横穴古墳群（国東町浜）

　　　　　　　　　　　●横穴古墳群（国東町川原）

　　　　　　　　　　　●市場古墳（安岐町吉松）

　　　　　　　　　　　●唐見古墳（安岐町瀬戸田）

538年 　　　　　　　　　　　●後野古墳（武蔵町成吉）

○百済
くだら

から仏教が伝わる（仏教公伝） 　　　　　　　　　　　●鬼の岩屋古墳（国東町来浦）

564年 　　　　　　　　　　　●塚山古墳（安岐町塩屋）

○北部九州
ほくぶきゅうしゅう

で装飾
そうしょく

古墳が造られる

593年

○古墳の壁面に鳥や船等の絵（線刻
せんこく

）が描かれる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※鬼塚
おにづか

古墳（国見町伊美）

○厩戸皇子
うまやどのおうじ

（聖徳太子）を摂政とする

607年

○小野妹子
おののいもこ

、遣隋使
けんずいし

として隋に送られる

○法隆寺
ほうりゅうじ

が建立される ○葬送儀礼を表した鳥舟付き装飾器台が作られる

　　　　　　　　　　　　　　       　　　※一ノ瀬２号墳（安岐町中園）

630年

○海辺で生活をし、箱式石棺墓に鉄製の剣・蚕など副葬

　 品を埋葬する　※内田砂丘遺跡（武蔵町内田）

○第一回遣唐使
けんとうし

を送る

645年（大化元年）

○大化
たいか

の改新が始まる 　

○古代瓦（法隆寺
ほうりゅうじ

式　・　鴻臚館
こうろかん

式）が使用されていた

　　　　※桜本宮
さくらもとみや

遺跡（国東町川原）、桜八幡
さくらはちまん

遺跡（国東町鶴川）

○地域の有力者の大規模な建物跡が出土している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※久末京徳
ひさすえきょうとく

遺跡（安岐町朝来）

 
 
 
 
弥
生
時
代

 
 
 
 
 
 
 
 
古
墳
時
代

 
 
 
 
 
 
 
 
飛
鳥
時
代

○邪馬台国
やまたいこく

の卑弥呼
ひみこ

が魏
ぎ

に使いを送り「親魏倭
しんぎわ

　 王
おう

」の金印を受ける

○古墳時代の早い時期に、前方後円墳が造られる

　　　　　　　　　　　　　　　 ※下原
しもばる

古墳（安岐町下原）

古
墳
が
造
ら
れ
る

円
墳
や
古
墳
群
が
多
く
造
ら
れ
る



646年

○国前国
くにさきのくに

を廃し、国前郡を置く（「日本書紀」より）

663年

○白村江
はくそんこう

の戦が起きる

○「国前臣
くにさきのおみ

」等と書かれた木簡、墨書土器が出土している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※飯塚
いいづか

遺跡（国東町鶴川）

701年（大宝元年）

○大宝律令
たいほうりつりょう

を制定する

710年（和銅３年）

○都を奈良（平城京）に移す

712年（和銅５年）

○「古事記」が編纂される

713年（和銅６年）

○諸国に「風土記
ふどき

」の編纂
へんさん

を命じる ○「豊後風土記
ぶんごふどき

」が作られる

○「豊後風土記」に国東の地名の由来となる記述がある

717年（養老元年）

○「国前臣竜麿」と国前郡郡司の記述がある

　　　　　　　　　　　　　　　　　（「豊後正税帳
ぶんごせいぜいちょう

」より）

718年（養老2年）

○国埼郡郷六所、里百十六とある（「豊後風土記」より）

720年（養老４年）

○「日本書紀」が編纂される

○武蔵郷、宇佐神宮の所領となる

752年（天平勝宝４年）

○東大寺大仏開眼供養
とうだいじだいぶつかいげんくよう

が行われる

765年（天平神護元年）

○宇佐八幡宮
うさはちまんぐう

の宣託により奈多八幡宮
なたはちまんぐう

を鎮座

○宇佐八幡宮の宣託により椿八幡社
つばきはちまんしゃ

（御在所本宮）鎮座

 
 
 
 
 
 
 
 
古
墳
時
代

 
 
 
 
 
 
 
 
飛
鳥
時
代

奈
良
時
代

747年（天平19年）

〇宇佐八幡神、東大寺の大仏造立を助ける

託宣を下す。

749年（天平勝宝元年）

〇宇佐八幡一行は、完成した大仏を拝する

ため京に上る

752年（天平勝宝4年）

〇東大寺大仏開眼供養に参列する。

※この出来事により、八幡神は国家神としての第一歩

を踏み出したといわれている。

宇佐のできごと

うさはちまんしん だいぶつぞうりゅう

たくせん

はい



769年（神護景雲3年）

○和気清麻呂
わけのきよまろ

、道鏡
どうきょう

即位に反する宇佐八幡の託

　 宣を報じる　（宇佐八幡神託事件
うさはちまんしんたくじけん

）

794年（延暦
えんれき

１３年）

○都を京都（平安京）に移す

○天台宗
てんだいしゅう

　・　真言宗
しんごんしゅう

が開かれる

1016年（長和５年）

○藤原道長が摂政となる

1023年（治安3年）

○武蔵郷椿八幡社が現在地に移る

　　　　　　　※境内に寺院があった

1053年（天喜元年）

○宇治平等院鳳凰堂
うじびょうどういんほうおうどう

が建立される 　

　　　　　　　　　　　　●岩戸寺木造薬師如来坐像

　　　　　　　　　　　　●胎蔵寺木造地蔵菩薩立像

　　　　　　　　　　　　●瑠璃光寺阿弥陀如来像

　　　　　　　　　　　　●平等寺木造釈迦三尊像

1124年（天治元年）

○平泉
ひらいずみ

に中尊寺
ちゅうそんじ

金色堂
こんじきどう

が建立される

1167年（仁安２年）

○平清盛が太政大臣
だじょうだいじん

となり平氏栄える

1168年（仁安3年）

○「六郷
ろくごう

山
さん

二十八
にじゅうはち

本寺
ほんじ

目録
もくろく

」が作成される

1185年（文治元年）

○壇ノ浦
だんのうら

の戦いで平氏が滅亡する

1192年（建久３年）

○源頼朝、征夷大将軍
せいいたいしょうぐん

になる

○鎌倉仏教が開宗される
　　　　　　※浄土宗・臨済宗・浄土真宗・曹洞宗・日蓮宗・時宗

1195年（建久６年）

○大友能直
おおともよしなお

、豊後守護職
しゅごしょく

として下向
げこう

する

1213年（建保元年）

○田原泰広
たわらやすひろ

（初代田原氏）、田原別符
たわらべふ

(現 大田村)に入る

1224年（元仁元年）

○北条泰時
ほうじょうやすとき

、執権
しっけん

となる

鎌
倉
時
代

○源頼朝、守護・地頭を置く ○紀新大夫行平
きのしんだゆうゆきひら

、後鳥羽
ごとば

上皇の御番鍛冶
ごばんかじ

になったと

　 伝わる

　
　
　
　
 
 
 
 
　
　
　
平
安
時
代

奈
良
時
代

平
安
後
期
に
多
く
の
木
彫
仏
が
造
ら
れ
る

【託宣とは】

神が人に憑依し、人の口を通じてその意思

や予言を述べること。神託・託宣ともいう。

ひょうい

しんたく たくせん



1228年（安貞2年）

○六郷山
ろくごうさん

の千燈寺、清浄光寺において、将軍家のための

　 祈祷
きとう

を行う

1274年（文永１１年）

○元寇
げんこう

襲来（文永の役
ぶんえい　えき

） ○高麗
こうらい

軍、筑前に上陸（文永の役）

1281年（弘安４年） 　　　※田原泰広、博多で蒙古軍と戦う、伊美兵衛次郎永久従軍

○元寇襲来（弘安の役
こうあん　えき

） ○元・高麗軍、再襲来（弘安の役）

　　　※田原基直（2代）、筑前で蒙古軍と戦う、竹田津惟永・岐部

　　　　 成末ら軍忠を賞せられる

1283年（弘安6年）

●岩戸寺
いわとじ

宝塔（国東塔
くにさきとう

）　の建立
こんりゅう

（国東町岩戸寺）

   ※国指定重要文化財
くにしていじゅうようぶんかざい

1284年（弘安7年）

○六郷山寺院で将軍家安泰
あんたい

、異国降伏
いこくこうふく

の祈祷
きとう

を

　 行う

1290年（正応３年）

●伊美別宮社
いみべつぐうしゃ

宝塔（国東塔）の建立
こんりゅう

（国見町伊美）

　　※県指定有形文化財
けんしていゆうけいぶんかざい

1291年（正応4年）

○六郷満山寺院、異国降伏の祈祷を行う

1316年（正和5年）

●照恩寺
しょうおんじ

宝塔（国東塔）の建立　（武蔵町三井寺）

　　※国指定重要文化財

1319年（元応元年）

●川原
かわら

板碑の建立

　　※県指定有形文化財

1321年（元享元年）

●長木家
ちょうきけ

宝塔（国東塔）の建立

　　※国指定重要文化財

1322年（元享2年）

●鳴
なる

板碑の建立

　　※県指定有形文化財

1327年（嘉暦2年）

●深江
ふかえ

板碑の建立

　　※県指定有形文化財

1333年（元弘３年）

○鎌倉幕府が滅びる

1334年（建武元年）

○建武
けんむ

の新政
しんせい

鎌
倉
時
代

国
東
塔
や
板
碑
な
ど
数
多
く
の
石
造
物
が
建
て
ら
れ
る



1335年（建武2年）

●釜ヶ迫
かまがさこ

宝塔（国東塔）の建立

　　※国指定重要文化財

1336年（建武3年） ○富来忠茂
とみくただしげ

（9代）、足利尊氏関東下向に従う

○足利尊氏
あしかがたかうじ

「建武式目
けんむしきもく

」制定（室町幕府の成立）

○後醍醐
ごだいご

天皇吉野へ移る（南北朝分立）

○田原直貞
たわらなおさだ

（3代）・富来忠茂、足利尊氏方として京都

　 で多くの戦功たてる

○田原貞広
さだひろ

（４代）、足利尊氏より感状受ける

1338年（延元３年） ○吉弘正堅
よしひろまさかた

公が吉弘楽
よしひろがく

を創始する

○足利尊氏が征夷
せいい

大将軍
たいしょうぐん

になる

1343年（康永2年）

○田原親幸
たわらちかゆき

、大儀寺
たいぎじ

を建てる

1352年（文和元年）

○田原貞広、室町幕府より国東郷を与えられる

1362年（貞治元年）

○来浦の猿坊に宝篋印塔
ほうきょういんとう

を建立する（来浦宝篋印塔）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※国指定重要文化財

1369年（応安2年）

○富来城主富来忠茂、萬弘寺
まんこうじ

を建立する

1371年（応安4年）

○田原氏能（5代）、従五位下野守に任ぜられる

1375年（永和元年）

○無著妙融
むちゃくみょうゆう

禅師、飯塚城主田原氏能に招かれ泉
せん

福寺
ぷくじ

を

　 開山する

1381年（永徳元年）

○地頭大蔵親久同貞永、伊美別宮社を造営

1392年（明徳３年）

○南朝と北朝が統一される

1394年（応永元年）

○豊後国
ぶんごのくに

安国寺
あんこくじ

が国東郷に建てられる

○泉福寺開山堂
かいざんどう

が建
た

てられる

　　　※国指定重要文化財

（応永年間）

○田原親幸、安岐城を築城する

1397年（応永４年）

○足利義満
よしみつ

、鹿苑寺金閣
ろくおんじきんかく

を建てる

1467年（応仁元年） 1467年（応仁元年）

○応仁
おうにん

の乱
らん

が始まる ○富来雅成、応仁の乱に参加し、山名宗全
やまなそうぜん

に討たれる

南
北
朝
時
代

室
町
時
代

戦
国
時
代



1478年（文明10年）

○岩戸寺に石造金剛力士像
せきぞうこんごうりきしぞう

（仁王像）が建立される

　　　　　　　　※県指定有形文化財

1489年（延徳元年）

○足利義政
よしまさ

、慈照寺銀閣
じしょうじぎんかく

を建てる

1543年（天文12年）

○ポルトガル人を乗せた中国船が種子島
たねがしま

に漂着

　 し、鉄砲を伝える

1549年（天文18年）

○ザビエル、キリスト教を伝える

1573年（天正元年）

○室町幕府が滅びる

1575年（天正3年）

○大友宗麟
おおともそうりん

、キリスト教の洗礼を受ける

1576年（天正4年）

○織田信長、安土城
あづちじょう

を築く

1582年（天正10年）

○天正遣欧使節
てんしょうけんおうしせつ

を派遣する(大友氏・大村氏・有馬氏)

158２年（天正1０年）

○本能寺
ほんのうじ

の変
へん

(織田信長死去)

1587年（天正15年）

○豊臣秀吉
とよとみひでよし

、豊後一国を大友義統
よしむね

に任す

1590年（天正18年）

○豊臣秀吉が全国統一する

1592年（文禄元年）

○文禄
ぶんろく

の役（朝鮮の役）

1597年（慶長２年）

○慶長
けいちょう

の役（朝鮮の役）

1600年（慶長5年） 1600年（慶長5年）

○関ヶ原
せきがはら

の戦
たたか

い、石垣原
いしがきはら

の合戦
がっせん

がある ○黒田如水
くろだじょすい

、安岐城、富来城を攻め落とす

1603年（慶長8年） 1601年（慶長6年）

○徳川家康
とくがわいえやす

が征夷大将軍になる ○細川忠興
ほそかわただおき

、泉福寺に寺領13石を寄進する

160４年（慶長９年）

○慶長の大地震、瓜生島が別府湾に沈む(Ｍ７．８）

1610年（慶長15年）

○千燈寺
せんとうじ

修正鬼会
しゅじょうおにえ

の荒鬼面
あらおにめん

が造られる

　　　　　　　　　　　　　　※県指定有形文化財

江
戸
時
代

室
町
時
代

戦
国
時
代

安
土
桃
山
時
代



1613年（慶長18年）

○幕府、キリスト教を禁止する

1615年（元和元年）

○大坂夏の陣（豊臣氏滅びる）

○一国一城令を出す

1620年頃

○ペトロ岐部、エルサレムを経てローマに到着する

1635年（寛永12年）

○参勤交代
さんきんこうたい

を制度化する

1636年（寛永13年）

○小笠原忠知
おがさわらただとも

、藩内の浦辺に日向
ひゅうが

の松苗の植栽を奨励

 　する

1637年（寛永14年）

○島原の乱が起きる

1639年（寛永16年）

○鎖国体制が固まる

1657年（明暦3年）

○吉広村の清原五左衛門、丸小野村の山中で大蛇を

 　撃つ（「蛇谷伝説」）

1658年（万治2年）

○国東大恩寺に万治池が造られる

1663年（寛文3年）

○七島藺
しっとうい

が日出藩より伝わり普及・生産が始まる

1676年（延宝4年）

○綾部綗斎
あやべけいさい

、武蔵郷麻田村
あさだむら

に生まれる

1690年（元禄3年）

○幕府朱印状
しゅいんじょう

により木付藩が杵築藩となる

1691年（元禄4年）

○藩内に煙草作りが広がる

1700年（元禄13年）

○吉弘楽が再興される

1716年（享保元年）

○享保
きょうほう

の改革を行う（将軍 徳川吉宗）

江
戸
時
代

この頃から伊美別宮社の神舞行事の記録が

みられる(「御尋ニ付申上候事」記載)

1616年（元和2年）

○細川忠興、宇佐行幸会を行う

宇佐のできごと



1723年（享保8年）

○両子富永村
とみながむら

に三浦梅園
みうらばいえん

が生まれる

1732年（享保17年） 1733年（享保18年）

○享保の大飢饉
だいききん

○藩内に大飢饉が続く

1743年（寛保3年）

○三浦梅園が「天球儀」を自作する

1763年（宝暦13年）

○麻田剛立
あさだごうりゅう

が日食を予言し的中する

1787年（天明7年） 1787年（天明7年）

○天明
てんめい

の大飢饉 ○藩内に大飢饉が起きる

1787年（天明7年）

○寛政
かんせい

の改革を行う（老中 松平定信）

1810年（文化7年）

○伊能忠敬
いのうただたか

が当地域を測量する

○灌漑
かんがい

のため、浜崎大谷
はまさきおおたに

池や多くのため池を造る

1818年（文政元年）

○藩内に百姓一揆
ひゃくしょういっき

起きる

1835年(天保6年）

○天保
てんぽう

の大飢饉

○一揆・打ち壊しが多発する

1841年（天保12）

○天保の改革を行う（老中 水野忠邦）

1853年（嘉永6年）

○六郷満山峰入
みねい

りが行われる

1854年（嘉永7年）

○日米和親条約
にちべいわしんじょうやく

を締結し、開国をする

1867年（慶応3年）

○大政奉還
たいせいほうかん

を行う（王政復古の大号令）

1868年（明治元年）

○明治と改元し一世一元の制を定める

1871年（明治4年）

○廃藩置県
はいはんちけん

を行う

1872年（明治5年）

○学制を公布する

○太陽暦を採用する

1889年（明治22年） 1889年（明治22年）

○大日本帝国憲法
だいにほんていこくけんぽう

を発布する ○市町村制が施行される

1890年（明治23年）

○第一回帝国議会を開催する

江
戸
時
代

明
治
時
代



1894年（明治27年）

○日清
にっしん

戦争はじまる

1904年（明治37年）

○日露
にちろ

戦争はじまる

1912年（明治45年）

○大正と改元をする

1914年（大正3年）

○第一次世界大戦に参戦する

1915年（大正4年）

○第 １ 回梅園祭
ばいえんさい

が開催される

1919年（大正8年）

〇吉武
よしたけ

東里
とうり

が国会議事堂
こっかいぎじどう

の設計図の公募に応募し、一

 　等に入選する。

1923年（大正12年） 1923年（大正12年）

○関東大震災起きる ○国東鉄道、安岐まで開通する

1925年（大正14年）

○普通選挙法を公布する

1926年（大正15年）

○昭和と改元する

1932年（昭和7年）

○元田肇
もとだはじめ

、枢密顧問官
すうみつこもんかん

となる

1933年（昭和8年）

○国東鉄道、武蔵まで開通する

1934年（昭和9年）

○室戸
むろと

台風による大被害・大凶作となる

1937年（昭和12年）

○日中戦争はじまる

1939年（昭和14年）

○第二次世界大戦が始まる

1941年（昭和16年）

○太平洋
たいへいようせんそう

戦争が始まる

1945年（昭和20年） 1945年（昭和20年）

○長崎・広島に原爆が投下される ○国東高等女学校が空襲被害を受ける

○ポツダム宣言を受諾し降伏する ○外務大臣重光葵
しげみつまもる

　降伏文書に調印する

1946年（昭和21年）

○日本国憲法を公布する

○婦人参政権を実現する

1949年（昭和24年）

○安国寺遺跡
あんこくじいせき

の発掘が始まる（1952年第五次調査まで）
　　　※安国寺集落遺跡

明
治
時
代

大
正
時
代

平
成
時
代



1956年（昭和31年）

○日本、国際連合に加盟する

1957年（昭和32年）

○安岐町健康保険病院
けんこうほけんびょういん

が開院する

1961年（昭和36年）

○大水害が起き、国東鉄道の鉄橋が流される

1962年（昭和37年）

○武蔵東小学校完全給食を実施する

1963年（昭和38年）

○大分交通国東鉄道の廃止が決定する

1964年（昭和39年）

○東京オリンピック・パラリンピックが開催される

1968年（昭和43年）

○周防灘
すおうなだ

フェリーが就航する

1971年（昭和46年）

○新大分空港が誕生する

1972年（昭和47年）

○日中の国交が回復する

○沖縄が日本に復帰する

○札幌で冬季オリンピックが開催される

1973年（昭和48年）

○石油危機が起きる（第一次オイルショック）

1985年（昭和60年）

○安国寺遺跡の調査を実施する（1987年まで）
　　　※安国寺集落遺跡
　　　　 建築部材など多量の木製品など遺物が発見される

1989年（平成元年）

○平成と改元する

1991年（平成3年）

○バブル経済が崩壊する

1995年（平成7年）

○阪神
はんしん

・淡路
あわじ

大震災起きる（Ｍ７．３）

1998年（平成10年）

○長野で冬季オリンピックが開催される

2001年（平成13年）

○国史跡安国寺集落遺跡整備が完了する

平
成
時
代

昭和30年代、国東半島で

みかんづくりが盛んになる



2006年（平成18年）

○国東市が誕生する

2011年（平成23年）

○東日本大震災起きる（Ｍ９．０）

2013年（平成25年）

○国東半島宇佐地域が世界農業遺産に認定される

2016年（平成28年）

○選挙権年齢を18歳にする

2018年（平成30年）

○『鬼が仏になった里「くにさき」』（国東市・豊後高田市）が

　 日本遺産に認定される

○六郷満山開山1300年祭を祝う

2019年（令和元年）

○令和と改元する

2020年（令和2年）

○宇宙港に大分空港が選ばれる

2021年（令和3年）

○東京オリンピック・パラリンピックが開催され

 　る

令
和

平
成
時
代


